
【公的年金等の源泉徴収票】 

 

※ 機械で読み取りますので、黒のボールペンで記載欄の枠からはみ出さないように記載してください。 

※ 金額を記載する欄には、「￥」や「円」を記載しないでください。 

※ 誤って記載した場合は、二重線で抹消し、可能な限りその欄の枠内に正しい内容を再記載してください。枠内に再記載できない場

合は、ほかの使用していない空欄に正しい内容を記載のうえ、本来記載すべき欄を矢印で示してください。 

※ 「同上」や「〃」といった記載はせず、すべての内容を正確に記載してください。 

※ 「元号」欄は次のとおり記載してください。 

元号 記載方法 

令和 ５ 

平成 ４ 

昭和 ３ 

大正 ２ 

明治 １ 

※ 「無効区分」欄は次のとおり記載してください。 

提出区分 記載方法 

新規、追加、訂正のいずれか ０ 

無効 １ 

 

備 考 

１ この源泉徴収票は、居住者に支払う法第226条第３項に規定する公的年金等（以下この表において「公的年金等」という。）に

ついて使用すること。 

２ この源泉徴収票の記載の要領は、次による。 

(1) 「住所又は居所」及び「個人番号」の欄には、源泉徴収票を作成する日の現況による住所又は居所及び行政手続における特定

の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第２条第５項に規定する個人番号（(10)において「個人番号」という。）を

記載すること。ただし、公的年金等の支払を受ける者に交付する源泉徴収票については、「個人番号」の欄は、記載を要しない。 

(2) 「生年月日」の欄には、該当する年号とその年月日を記載すること。 

(3) 「支払金額」の項には、その年中に支払の確定した公的年金等の金額を記載し、源泉徴収票を作成する日においてまだ支払っ

ていないものについては、これを内書すること。また、法第203条の５第２号又は第３号に規定する年金については、これらの

規定により公的年金等の支払を受けたものとみなされる額に相当する金額を記載すること。 

(4) 「源泉徴収税額」の項には、次に掲げる場合の区分に応じそれぞれ次に定める税額を記載し、当該税額のうちに源泉徴収票を

作成する日においてまだ法第203条の２の規定により徴収していない税額があるときは、当該徴収していない税額を内書するこ

と。 

 (ｲ) 所得税法等の一部を改正する法律（令和８年法律第12号）附則第11条第２項の適用がある場合 法第203条の２の規定によ

り徴収される税額から同項に規定する超過額に相当する金額を控除した金額 

 (ﾛ) (ｲ)に掲げる場合以外の場合 法第203の２の規定により徴収される税額 

(5) 「本人」の項には、公的年金等の支払を受ける者が特別障害者若しくはその他の障害者、寡婦又はひとり親に該当する場合に

「１」を、該当しない場合は「２」を記載すること。 

(6) 「源泉控除対象配偶者の有無等」の項には、法第203条の６第１項の規定による申告書に記載されたところに応じその該当する

欄に「１」を、該当しない欄には「２」を記載すること。 

(7) 「源泉控除対象親族の数」の項には、法第203条の６第１項の規定による申告書に記載されたところに応じそれぞれ次のように

記載すること。 

(ｲ) 「特定」の欄には、特定扶養親族及び法第84条の２第１項に規定する特定親族（（ﾊ）において「特定親族」という。）の

数を記載すること。 

(ﾛ) 「老人」の欄には、老人扶養親族の数を記載すること。 

(ﾊ) 「その他」の欄には、特定扶養親族又は老人扶養親族並びに特定親族以外の源泉控除対象親族の数を記載すること。 

(8) 「障害者の数」の項には、法第203条の６第１項の規定による申告書に記載されたところに応じそれぞれ次のように記載するこ

と。 

(ｲ) 「特別」の欄には、同一生計配偶者又は扶養親族である特別障害者の数を記載し、当該特別障害者のうちに法第85条第２項

に規定する同居特別障害者があるときは、当該同居特別障害者の数を内書すること。 

(ﾛ) 「その他」の欄には、特別障害者以外の障害者である同一生計配偶者又は扶養親族の数を記載すること。 

(9) 「社会保険料の金額」の項には、法第203条の５第１号の規定により公的年金等から控除される同号に規定する社会保険料の金

額を記載すること。 



(10) 「源泉控除対象配偶者」及び「源泉控除対象親族」の項には、法第203条の６第１項の規定により提出された申告書に記載さ

れたところに応じそれぞれ源泉控除対象配偶者及び源泉控除対象親族の氏名及び個人番号（公的年金等の支払を受ける者に交付

する源泉徴収票にあっては、氏名）を記載すること。この場合において、源泉控除対象配偶者が非居住者である場合にはその旨

を記載し、源泉控除対象親族が非居住者である場合にはその旨及び源泉控除対象親族に該当する事実を記載すること。 

～区分欄について～ 

源泉控除対象配偶者が居住者である場合には「00」を、非居住者である場合には「01」を記載すること。 

源泉控除対象親族については、以下の表のとおり記載すること。 

源泉控除対象親族の分類 記載方法 

居住者 00 

非居住者（30歳未満又は70歳以上） 01 

非居住者（30歳以上70歳未満、留学生） 02 

非居住者（30歳以上70歳未満、障害者） 03 

非居住者（30歳以上70歳未満、38万円以上送金） 04 

居住者（合計所得58万円超85万円以下の特定親族） 10 

非居住者（合計所得58万円超85万円以下の特定親族） 11 

～16歳未満の扶養親族について～ 

16歳未満の扶養親族が居住者である場合には「00」を、非居住者である場合には「01」を記載すること。 

(11) 同一生計配偶者（源泉控除対象配偶者を除く。）又は扶養親族（源泉控除対象親族を除く。）で、障害者であるものが非居

住者である場合には、「摘要」の欄にその者の氏名及びその者が非居住者である旨を記載すること。 

(12) 災害被害者に対する租税の減免、徴収猶予等に関する法律の施行に関する政令第３条の２又は第９条第２項の規定により法

第203条の２の規定による徴収を猶予した所得税の額がある場合には、「摘要」の欄にその旨及びその所得税の額を記載するこ

と。 

３ 合計表をこの様式に準じて作成し、添付すること。 


